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日
）



玉
井

　
清
弘

　
『
山
水
』

（
自
選
）

働
け
る
人
ら
の
服
に
な
じ
む
藍
阿
波
の
風
土
を
ふ
か
く
た
た
え
て

国
を
す
て
四
国
を
め
ぐ
る
老
い
遍
路
し
ば
ら
く
共
に
並
び
て
歩
く

な
に
せ
ん
と
生
れ
し
こ
の
世
な
に
も
せ
ず
待
ち
て
い
る
間
に
桜
咲
き
満
つ

西
へ
西
へ
歩
み
て
ゆ
か
ば
お
の
れ
へ
と
還
り
ゆ
く
べ
し
伊
予
路
へ
つ
づ
く

明
け
の
空
澄
み
渡
り
た
り
オ
リ
オ
ン
座
を
見
あ
げ
歩
く
も
今
年
で
終
わ
り



六
十
代
と
っ
ぷ
り
つ
か
る
遍
路
と
は
己
に
向
き
合
い
己
を
た
だ
す

わ
か
れ
ん
と
こ
の
世
に
出
会
う
家
族
な
る
絆
の
重
し
一
炊
の
世
に

あ
な
た
は
ね
伊
予
の
人
だ
よ
伊
予
に
来
て
伊
予
の
人
ら
に
混
じ
り
語
れ
ば

山
し
た
た
る
季
語
に
祝
わ
れ
誕
生
日

　
残
生
ふ
か
き
歌
を
の
こ
せ
よ

緋
め
だ
か
も
つ
い
に
二
匹
と
な
り
は
て
ぬ
つ
ね
に
寄
り
添
う
二
つ
見
て
お
り



玉
井
清
弘
氏
の
歌
業
を
よ
ろ
こ
ぶ

三
枝

　
昻
之

今
回
の
『
山
水
』
は
年
齢
的
な
蓄
積
が
詩
的
味
わ
い
を
深
め

た
世
界
と
し
て
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
。

　
道
問
え
ば
作
業
を
と
め
て
そ
こ
ま
で
と
別
れ
道
ま
で

　
送
り
く
れ
た
り

手
を
止
め
て
そ
こ
ま
で
と
言
い
な
が
ら
分
か
れ
道
ま
で
導

く
。
懇
ろ
な
反
応
に
遍
路
を
支
え
る
文
化
の
深
さ
が
表
れ
、
淡
々

と
述
べ
る
か
ら
そ
れ
が
詩
の
味
わ
い
と
な
る
。

　
風
草
は
道
の
ほ
と
り
に
す
い
と
伸
び
車
の
来
れ
ば
身
ぐ
る

み
な
び
く

な
に
げ
な
い
風
景
描
写
だ
が
、
そ
こ
か
ら
人
の
暮
ら
し
の
気

配
も
広
が
る
。
詠
う
こ
と
に
計
ら
い
の
な
い
自
然
体
の
深
さ
を

思
わ
せ
る
。

人
生
に
寄
り
添
う
短
歌
の
特
徴
を
一
歩
豊
か
に
す
る
成
果
が

齋
藤
茂
吉
短
歌
文
学
賞
に
加
わ
っ
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。

感
想
小
言

小
池

　
　
光

『
山
水
』
は
著
者
十
冊
目
の
歌
集
で
八
十
歳
前
後
の
日
常
が

淡
々
と
歌
わ
れ
て
い
る
。
テ
ー
マ
は
お
の
ず
か
ら
「
老
い
」
に

な
る
が
、「
老
い
」
と
は
い
さ
さ
か
も
観
念
的
な
そ
れ
で
な
く
、

極
め
て
リ
ア
ル
に
、
小
さ
な
日
々
の
不
如
意
の
積
み
重
ね
で
あ

る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
き
の
う
ま
で
出
来
た
こ
と
が
今
日
出

来
な
く
な
る
。
そ
う
い
う
現
場
に
立
ち
会
い
、
不
自
由
を
感
じ
、

嘆
き
、
し
か
し
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
も
の
を
大
切
に
し
て
一
日

一
日
を
生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
、
歌
集
を
読
ん
で
ゆ
く
う
ち
に
身

に
沁
み
て
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
歌
集
で
、
地
味
だ
け
れ

ど
、
ど
っ
し
り
と
し
た
現
実
感
が
あ
っ
て
、
ま
ぎ
れ
な
く
今
年

の
収
穫
で
あ
っ
た
。

と
き
に
あ
え
か
な
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ
さ
せ
る
歌
も
あ
る
。「
老

い
」
を
歌
う
と
き
こ
の
こ
と
は
大
事
な
要
素
で
、
わ
た
し
は
歌

集
を
読
み
つ
つ
何
度
か
頬
が
緩
む
の
を
感
じ
た
。

●
選
考
委
員
に
よ
る
選
評



淡
々
と
深
く
、
お
も
し
ろ
く

小
島

　
ゆ
か
り

　

　
風
草
は
道
の
ほ
と
り
に
す
い
と
伸
び
車
の
来
れ
ば
身
ぐ
る

み
な
び
く

　
迷
い
た
る
子
狸
ひ
と
つ
電
話
に
て
よ
ば
れ
し
警
官
と
り

　
か
こ
み
お
り

　
冬
越
え
し
め
だ
か
三
匹
生
き
残
り
二
対
一
に
て
餌
を
争
う

風
草
を
淡
々
と
描
写
し
た
一
首
目
。
地
域
の
あ
る
日
の
場
面

を
簡
潔
に
伝
え
た
二
首
目
。
冬
を
越
え
た
め
だ
か
の
様
子
を
事

実
ど
お
り
に
捉
え
た
三
首
目
。
な
ん
の
衒
い
も
な
い
、
一
見
地

味
な
作
品
な
が
ら
、
ど
う
に
も
心
に
残
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
身

ぐ
る
み
な
び
く
」
と
い
う
眼
差
し
の
深
さ
で
あ
り
、
「
と
り
か

こ
み
お
り
」と
だ
け
表
現
す
る
お
も
し
ろ
さ
で
あ
り
、
そ
し
て
、

「
二
対
一
に
て
餌
を
争
う
」
と
こ
ろ
ま
で
存
在
の
姿
を
見
つ
め

る
力
だ
と
思
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

歌
集
『
山
水
』
に
寄
せ
て

永
田

　
和
宏

玉
井
清
弘
と
言
う
と
、
ま
ず
四
国
八
十
八
か
所
遍
路
に
思
い

は
直
結
す
る
が
、
す
で
に
三
度
の
歩
き
遍
路
を
結
願
し
、
四
度

目
を
歩
い
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
も
遍
路
の
歌
は
多
く
詠

ま
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
歌
集
『
山
水
』
で
は
、
遍
路
を
詠
む

と
い
う
よ
り
は
、
遍
路
が
自
ら
の
生
活
の
一
部
の
景
で
あ
る
か

の
よ
う
な
歌
の
た
た
ず
ま
い
が
印
象
的
だ
。

　
道
問
え
ば
作
業
を
と
め
て
そ
こ
ま
で
と
別
れ
道
ま
で

　
送
り
く
れ
た
り

こ
ん
な
人
と
の
出
会
い
が
、
歩
く
と
い
う
行
為
の
原
点
に
あ

る
の
だ
ろ
う
。
思
い
も
か
け
な
い
人
と
の
出
会
い
、
そ
れ
は

　
西
へ
西
へ
歩
み
て
ゆ
か
ば
お
の
れ
へ
と
還
り
ゆ
く
べ
し
伊

予
路
へ
つ
づ
く

と
も
詠
ま
れ
る
よ
う
に
、
ま
だ
見
ぬ
己
れ
を
求
め
て
の
歩
き
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
歩
き
か
ら
自
ず
と
身
に
つ
い
た
も

の
が　

風
草
は
道
の
ほ
と
り
に
す
い
と
伸
び
車
の
来
れ
ば
身
ぐ
る

み
な
び
く

で
も
あ
ろ
う
か
。
遍
路
に
限
ら
ず
、
歌
集
全
体
に
あ
る
種
の
捕

わ
れ
な
い
自
在
さ
、構
え
な
い
視
線
が
印
象
的
な
一
巻
で
あ
る
。



　
　
　

受
賞
の
こ
と
ば

玉
井

　
清
弘

　東
北
の
地
を
訪
れ
た
い
と
い
う
念
願
を
若
い
頃
よ
り
持
ち
続
け
て
い
た

が
、
実
現
し
た
の
は
六
十
代
を
過
ぎ
て
か
ら
だ
っ
た
。
北
上
市
、
秋
田
市
、

青
森
市
で
の
仕
事
の
前
後
を
利
用
し
て
計
画
的
に
見
残
し
た
東
北
を
め
ぐ

っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
私
の
出
会
っ
た
北
限
の
地
は
関
東
地
方
、
山
形
県
は

未
踏
の
地
と
し
て
ぽ
っ
か
り
穴
が
あ
い
て
い
た
。
今
回
の
受
賞
で
「
ア
ラ

ラ
ギ
」
の
代
表
的
歌
人
齋
藤
茂
吉
の
生
誕
地
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
喜
び
は
大
き
い
。

「
最
上
川
逆
白
波
の
た
つ
ま
で
に
ふ
ぶ
く
ゆ
ふ
べ
と
な
り
に
け
る
か

も
」
、
齋
藤
茂
吉
の
代
表
作
を
国
語
の
教
師
と
し
て
教
え
て
き
た
。
時
々

「
逆
白
波
の
た
つ
ま
で
に
」
は
、
見
た
こ
と
の
な
い
最
上
川
の
景
色
を

と
も
な
っ
て
目
前
に
浮
か
び
あ
が
る
こ
と
が
あ
る
。

沈
黙
の
ま
ま
一
人
で
逆
白
波
を
見
つ
め
る
茂
吉
。
逆
白
波
の
景
の
背
後

に
、
経
て
き
た
人
生
を
か
み
し
め
て
い
た
茂
吉
の
日
々
が
浮
き
上
が
っ
て

く
る
。
簡
潔
な
景
に
情
が
添
っ
た
表
現
の
一
首
。
短
詩
型
の
持
つ
力
に
よ

る
の
だ
ろ
う
。

選
ん
で
く
だ
さ
っ
た
選
考
委
員
の
方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



第3 5 回　 齋藤茂吉短歌文学賞受賞者歴

玉井　 清弘（ たまい　 き よひろ ）

歌人。 1940年（ 昭和15年） 愛媛県生まれ　 香川県在住　 83歳。

短歌誌「 音」 編集運営委員、 元香川県立高等学校教諭。

四国新聞歌壇選者、 愛媛新聞歌壇選者、 朝日新聞四国版歌壇選者。

【 主な著作等】

歌　 集： 昭和51年『 久露』、 昭和61年『 風箏』、 平成５ 年『 麴塵』、

平成７ 年『 現代短歌文庫　 玉井清弘歌集』、 平成10年『 清 』漣 、

平成13年『 六白』、 平成16年『 谷風』、 平成19年『 天籟』、

平成25年『 屋嶋』、 平成30年『 谿泉』、 令和５ 年『 山水』

著　 書： 平成５ 年『 鑑賞・ 現代短歌　 上田三四二』、

平成19年『 時計回り の遊行　 歌人のゆく 四国遍路』

受賞歴： 昭和62年　 第37回芸術選奨文部大臣新人賞、

平成11年　 第26回日本歌人ク ラ ブ賞、

平成14年　 第２ 回山本健吉文学賞・ 第２ 回短歌四季大賞、

平成18年　 香川県文化功労者表彰、

平成26年　 第29回詩歌文学館賞・ 第48回迢空賞・

　 　 　 　 　 文化庁地域文化功労者表彰

平成28年　 第56回四国新聞文化賞



こ
れ
ま
で
の
受
賞
者

第

一

回
　
岡
井

　
　
隆

　
『
親
和
力
』
砂
子
屋
書
房

第

二

回
　
本
林

　
勝
夫

　
『
齋
藤
茂
吉
の
研
究
―
そ
の
生
と
表
現
―
』
桜
楓
社

第

三

回
　
塚
本

　
邦
雄

　
『
黄
金
律
』
花
曜
社

第

四

回
　
前

　
登
志
夫

　
『
鳥
獣
蟲
魚
』
小
澤
書
店

第

五

回
　
斎
藤

　
　
史

　
『
秋
天
瑠
璃
』
不
識
書
院

第

六

回
　
近
藤

　
芳
美

　
『
希
求
』
砂
子
屋
書
房

第

七

回
　
小
暮

　
政
次

　
『
暫
紅
新
集
』
短
歌
新
聞
社

第

八

回
　
馬
場
あ
き
子

　
『
飛
種
』
短
歌
研
究
社

第

九

回
　
吉
田

　
　
漱

　
『｢

白
き
山｣

全
注
釈
』
短
歌
新
聞
社

第

十

回
　
佐
佐
木
幸
綱

　
『
呑
牛
』
本
阿
弥
書
店

第
十
一
回

　
伊
藤

　
　
博

　
『
萬
葉
集
釋
注
』
集
英
社

第
十
二
回

　
森
岡

　
貞
香

　
『
夏
至
』
砂
子
屋
書
房

第
十
三
回

　
竹
山

　
　
広

　
『
竹
山
広
全
歌
集
』
雁
書
館
・
な
が
ら
み
書
房

第
十
四
回

　
藤
岡

　
武
雄

　
『
書
簡
に
み
る
斎
藤
茂
吉
』
短
歌
新
聞
社

第
十
五
回

　
清
水

　
房
雄

　
『
獨
孤
意
尚
吟
』
不
識
書
院

第
十
六
回

　
小
池

　
　
光

　
『
滴
滴
集
』
短
歌
研
究
社

第
十
七
回

　
三
枝

　
昻
之

　
『
昭
和
短
歌
の
精
神
史
』
本
阿
弥
書
店

第
十
八
回

　
花
山
多
佳
子

　
『
木
香
薔
薇
』
砂
子
屋
書
房

第
十
九
回

　
永
田

　
和
宏

　
『
後
の
日
々
』
角
川
書
店

第
二
十
回

　
河
野

　
裕
子

　
『
母
系
』
青
磁
社

第
二
十
一

回
　
伊
藤

　
一
彦

　
『
月
の
夜
声
』
本
阿
弥
書
店

第
二
十
二

回
　
品
田

　
悦
一

　
『
斎
藤
茂
吉
―
あ
か
あ
か
と
一
本
の
道
と
ほ
り
た
り
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

第
二
十
三

回
　
篠

　
　
　
弘

　
『
残
す
べ
き
歌
論
―
二
十
世
紀
の
短
歌
論
―
』
角
川
書
店

第
二
十
四

回
　
秋
葉

　
四
郎

　
『
茂
吉
幻
の
歌
集
『
萬
軍
』
―
戦
争
と
斎
藤
茂
吉
―
』
岩
波
書
店

第
二
十
五

回
　
栗
木

　
京
子

　
『
水
仙
の
章
』
砂
子
屋
書
房

第
二
十
六

回
　
小
島
ゆ
か
り

　
『
泥
と
青
葉
』
青
磁
社

第
二
十
七

回
　
柏
崎

　
驍
二

　
『
北
窓
集
』
短
歌
研
究
社

第
二
十
八

回
　
橋
本

　
喜
典

　
『
行
き
て
帰
る
』
短
歌
研
究
社

第
二
十
九

回
　
大
辻

　
隆
弘

　
『
景
徳
鎮
』
砂
子
屋
書
房

第
三
十
回

　
春
日
真
木
子

　
『
何
の
扉
か
』
角
川
文
化
振
興
財
団

第
三
十
一

回
　
吉
川

　
宏
志

　
『
石
蓮
花
』
書
肆
侃
侃
房

第
三
十
二

回
　
大
島

　
史
洋

　
『
ど
ん
ぐ
り
』
現
代
短
歌
社

第
三
十
三

回
　
岡
野

　
弘
彦

　
『
岡
野
弘
彦
全
歌
集
』
青
磁
社

　

第
三
十
四

回
　
佐
藤

　
通
雅

　
『
岸
辺
』
角
川
文
化
振
興
財
団

齋
藤
茂
吉
短
歌
文
学
賞
運
営
委
員
会
事
務
局

〒
九
九
〇
‒
八
五
七
〇 

山
形
市
松
波
二
丁
目
八
‒
一

山
形
県
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
県
民
文
化
芸
術
振
興
課
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
〇
二
三
‒
六
三
〇
‒
二
三
〇
六


